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１　ページ

「ひばごんだより」で都市部にお住いの八鉾出身者の方々等に地域情報を提供していますが、6

月発行の第2号では、双方向のコミュニケーションをとるために「メッセージで里帰り」の取り組み

をおこないました。

すべてのメッセージは八鉾自治振興センター玄関

に展示しています。ぜひ八鉾自治振興センターにお

越しいただき、ゆっくりとメッセージをご覧くださ

い。

八鉾をインスタグラムで拝見させていただいて

います。

なつかしい校舎の風景、駅、皆様の変わらない

顔、活気ある交流の様子、涙が出るほど嬉しい光

景にいつも感動しています。（中略）

ふるさとがこんなにもいい場所だと、この年に

なってつくづく思います、年に数回実家に帰るた

めに、さまざまな場所を見るたびに昔を思い出し

ます。（中略）

田舎の町のよさをもっと知ってもらいたい、こ

んなにいい所たくさんあるのにもったいない！

（後略）・・・（小鳥原出身者）

ひととばら．．．私の心のふるさとで

す。

みどり…緑の屏風に囲まれくねくねく

ねり、くねりと曲がったあの道と川。四

年間、落合駅と小学校の間を自転車で往

復しました。毎日がとても楽しい道中で

した。四季折々自然がとても美しく感動

していました。

でもやっぱり一番は厚い人情でした。

ひととばらの皆様のあの暖かい人情は忘

れられません。いつまでも忘れられませ

ん。私にとって人生の幅が広がった四年

間でした。深く感謝いたします。

・・・（元小鳥原小学校教員）

お～い！！みなさんげんきですか～！

このコロナが終息したら、自分に似合

うお手伝いがしたい。昔のようにはでき

ないが、何か…・・・（油木出身者）

みんなに会いたいです。（高校１年

生）また雪に埋もれたい！おいしい野菜

が食べたい！川遊びしたい！早く小鳥原

行きたいです（小学６年生）小鳥原に住

んでた頃に、お世話になった皆さんにま

たお会いしたいです。西城好きです！

・・・（北九州より）

その結果、現在までに34通の返信をいただきましたが、

どの返信も八鉾への愛が溢れており「離れていてもいつも

心は故郷にあります」とのメッセージに、事務局も胸が熱

くなりました。

たくさんの心温まるメッセージ全てを紹介したいとこ

ろですが、紙面の関係上一部を抜粋して紹介させていただ

きます。



2．芸備線・木次線に関するお知らせ

　

2　ページ

（1）「乗って守ろう芸備線・木次線」応援ポロシャツのお買い求めにご協力ください

8月20日の「木次線県境付近関係者会」で、芸備線と木次線に乗って応援し盛上げて行こうとい

うことで西城町観光協会にて「応援ポロシャツ」づくりが行われました。

八鉾の自治会を経由して皆様にご案内しますので八鉾自治振興区でも注文を取りまとめます。

(西城町観光協会へ注文いただいてもOKですが、注文が重複しないよう気をつけてください)

多数お買い求めいただき、みんなで芸備線・木次線を応援しましょう。

背中のデザイン

・価 格 … 1着 2,500円税込

・カラー … 赤、紺、ライトグレー、イエロー、黒

・サイズ … S～XL

・西城町観光協会申込み締切り … 10月2日 17時

・連絡先 西城町観光協会 TEL･FAX 82-2727

八鉾自治振興区 TEL･FAX 84-2363

備後落合駅

（2）芸備線・木次線に乗って楽しみましょう

庄原市には、芸備線の利用促進のための運賃助成制度があります。その内容は、市内に住所を有

する人を含めた5人以上の団体やグループで、次の区間の芸備線や木次線を利用した場合、普通旅

客運賃の2/3の額（１団体につき上限3万円）が助成されるというものです。

・対象区間 … ①市内の駅から新見駅までの芸備線の区間

②市内の駅から三次駅までの芸備線の区間

③市内の芸備線の駅から木次駅までの区間（備後落合駅経由）

・対象経費 … 同一日に芸備線を利用し、市内の駅を出発駅とする片道または往復乗車に

要した普通旅客運賃

・申請方法 … 利用した日から10日以内に領収書を添えて申請する

7月26日には「木次線県境付近関係者会」のメンバーで奥出雲町へのモニタリングツアーを行い

「絲原記念館」「鬼の舌震い」「稲田神社」「奥出雲舞茸直売所」などを廻りました。また日頃行

くことが少ない芸備線の新見方面には東城や哲西に「酒や酢の醸造元」新見には「美術館」などが

あります。

地域のサロンや気の合う仲間同士、生涯学習の教室の皆さんでのんびりしたローカル線の小旅行

を楽しんではいかがでしょうか。

庄原市の運賃助成を受けるためには旅客運賃の領収書が必要ですので、まとめて切符を手配する

必要や実施後の申請事務が必要となります。それらに対応させていただきますので、ご利用される

場合は八鉾自治振興区（84-2363）に連絡ください。

列車内（木次線） オロチループ橋 絲原記念館 稲田神社



３．自治振興センターでは（現状報告）

４．地域マネージャー業務の進行状況

３　ページ

※カメラ代　8,000円弱＋ワイファイルーター4,000円位

今年3月実施の「防犯講座」で紹介された「防犯カメラによる見守り」の仕組みを八鉾自治振興セ

ンターに導入しました。これにより遠隔地からスマートフォンで24時間・毎日、振興センターの入

口付近の状況が画像で確認できます。

この仕組みを活用すると、例えば高齢者世帯の自宅を都市部に住まれるご子息が見守ること等も

できますので、「安心・安全」のために、今後区内にそれを普及させていきたいと思います。

① 新型コロナ禍、パークゴルフは中止、ガーデニングについては参加者を絞って実施するな

どその影響がでています。ウォーキングは「クロカン、八鉾落合、高尾、県民の森」にコー

スの候補を設け、現地の人とタイアップした運営方法を検討しております。

（1）交流事業関係

③ ＳＮＳ等による情報発信は、継続して各種活動内容についてホームページ、フェイスブッ

ク、インスタグラム、Youtubeで行っております。

② 6月発送の「ひばごんだより」で、故郷へのメッセージを寄せていただく取り組みを行い

ました。その詳細は１ページ記載のとおりです。

（2）高齢者の生きがいづくり活動（野菜販売関係）

① 今年のタマネギ供給見通しは1.1tonで目標1.5tonの73%となります。未達の要因はベ

ト病で、昨年度150kg以上の出荷いただいた大口出荷先分で86%(635kg)減少しました。

その落ち込みを、他の出荷先開拓(昨年比5軒増加)等で取組み300Kgを挽回しましたが、減

少分全てのカバーはできませんでした。

（3）自主防災、防犯関係

自主防災組織づくりは八鉾落合自治会にて進行中です。防犯は、モデル的にセンターへ防犯カ

メラを設置しました。その詳細は上記3.(1)へ記載のとおりです。

国道側出入口は昔ながらのコンクリート床で、利

用時にホコリも舞い、倉庫等のみに利用できる状態

でした。廃校リノベーションによってウッドデッキ

が設置されておりますので、今後これを屋外イベン

ト等に活用しやすくするために、手作りでこの出入

口の床面をフローリングで覆い改善しました。

これにより、ウッドデッキから調理実習室や会議

室等への出入りができます。

④ その他、子育て向け及び子ども向け事業として、庄原市の「男女共同参画講座」の誘致、

キッズスペースを活用した子育て世代の交流、絵手紙教室の皆さんとタイアップした子ども

絵手紙教室を企画し実施しました。

（1）自治振興センターへ「防犯カメラ設置」を設置しました。

設置場所

夜明けの写真 朝の写真

（2）国道側の出入口への「床はり工事」を実施しました。

② その他の野菜は9月初で年間目標15万円に対し34%の達成です。今後秋野菜の供給に

力を入れていきます。出荷農家はタマネギを含め25軒になり昨年比8軒の増加です。



５.｢地域の小学３年生」…「板倉怜哉（れいや）さん」紹介

・ 健康で元気に成長してもらえればうれしいです。

６．今後の各種事業の予定について

　　9月21日  13時30分～

　　9月27日 　 9時30分～

　　9月29日  19時00分～

　10月　2日  10時00分～

　10月11日 　 9時30分～

　10月23日  　9時30分～

　10月25日 　 9時30分～

　10月27日  10時00分～

　11月　9日  10時00分～

ご家族の方から ひとこと

４　ページ

2 パークゴルフ教室（クロカン） コロナ禍、中止しました

3 八鉾自治振興区　役員会 開催予定

4 おでかけ満月マルシェ 〃

5 パークゴルフ教室（クロカン） 〃

6 ブルーベリー植樹会 〃

9 健康向上セミナー（認知予防） 〃

事　業　等 予定月日・開始時刻 備　　考

1 ガーデニング教室（秋の花植え） 関係者で実施予定

7 パークゴルフ教室（クロカン） 〃

8 健康向上セミナー（栄養） 市社協等主催　開催予定

八鉾に住む小学生児童６名を低学年順にインタビューさせていただいています。１回目は1年生の

板倉舞華さん、２回目は２年生の平尾祥大さんと横路咲空さんの２人を紹介させていただきました。

３回目の今回は、板倉舞華さんのお兄さんで３年生「板倉怜哉さん」にインタビューさせていただ

きました。

八鉾は高齢化がすすんでいますが、地域の子どもたちを紹介させていただくことで、地域に活力

と希望がふくらんでいけばよいと願っています。

●学校から帰ったら何をしますか？

・「妹の面倒を見たり、ゲームをします。」

●休みの日は何をしますか？

・「魚釣りやゲームをしたり、YouTubeを見ます。」

●学校で楽しいことは何ですか？

・「妹をブランコに乗せて一緒に遊ぶことです。」

●クラスの友達は何人いますか？

・「保育所にいた友達も合わせると２１人くらいです。」

●友達とやってみたいことや、行ってみたい所はありますか？

・「水族館と動物園、遊園地に行きたいです。水族館は行ったことがあります。水槽にいる

マンボウがきれいでした。白イルカも可愛くて、アクアリングも良かったので、また行き

たいです。動物園と遊園地はまだ一度も行ったことがないので、行ってみたいです。」

インタビューにもハキハキ答えていただき、学校や家でも妹の面倒をよく見てくれる明るくて、

優しい怜哉さんでした。ありがとうございました。紹介させていただく小学生はあと２名になりま

すが、次回は小学４年生を取材する予定です。

板倉怜哉さん

新型コロナによる緊急事態宣言が発令（9月30日まで）により、事業の実施に影響が出ております

が、当面の事業予定をお知らせしますので、区民の皆様におかれましては多数ご参加ください。

緊急事態が明けた10月2日開催予定の「おでかけ満月マルシェ」は、若い人たちによる市（屋

台等による数々の品物の販売と交流の場）です。市内から若い人たちが、八鉾自治振興センター

にやってこられると思います。マスクをして多数「マルシェ」にお集まりください。

●学校で好きなお勉強は何ですか？

・「図工と生物です。工作したり、生物が好きだからです。」


